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●問い合わせ先　町教育委員会生涯学習課

　私たちが毎日口にする和食、成人式の晴れ着や節分の行事など、私たちをとりまく自然環境や、私たちの祖

先が自然との関わりのなかで生み出し、つないできたもの全てが「文化」です。

　その「文化」を私たち自身がしっかり認識し、つないでいくために第 2次香美町総合計画では「文化を育

み創るまち」を主要施策の一つとしています。

　今回は、教育委員会でのこの主要施策についての取り組みを紹介します。

私たちの文化を未来へ私たちの文化を未来へ

文化芸術活動の推進

　本町の文化財を未来へつないでいくために作成された「香美町文化財保存活用地域計画」が令和 2年 12月

に文化庁の認定を受けました。この計画では、私たちを取り巻く環境全体を歴史文化としてとらえ、「ふるさ

とにまなび・いかし・つなぐ」を基本方針として保存・活用を図っていくこととしています。

　また、本町の歴史文化を「文堂古墳と山陰道」、「小代一揆と秀吉」、「大乗寺とまつり」、「村岡山名氏と黒野

神社」、「平家伝承」、「名勝香住海岸と山陰海岸ユネスコ世界ジオパーク」の 6つの基本ストーリーに設定し、

これらをもとに調査・保存・活用に関する方針を定めています。

　教育委員会では、ふるさとから「まなび」、ふるさとを「いかす」ために、これら 6つの基本ストーリーの

他にも地域の歴史文化を学ぶ講座を開催しています。出前講座もしていますので、ぜひご活用ください。

　本町には歌謡やコーラス、また、絵画などの文化活

動を行っているサークルが多くあります。これらの

サークルで組織されているのが香美町文化協会です。

香美町文化協会では、区ごとに毎年作品展や発表会を

開催して、地域文化の振興に貢献しています。町では

その活動を支援するととともに、連携して本町の文化

芸術活動を推進しています。興味がある人はぜひ、文

化協会に参加してみませんか。

文化財の保護

▲小代文化協会が主催する発表会「芸能のつどい」の様子

▲県指定重要有形文化財建造物の「黒野神社 本殿」 ▲国指定重要無形民俗文化財「因幡・但馬の麒麟獅子舞」のひとつ「鎧麒麟獅子舞」


